
５月 園長だより 

『 共に支え合う 』 

新型コロナウイルス感染が全国に広がり、緊急事態宣言が発せられました。兵庫県も特定

警戒都道府県となり、減少のきざしが未だ見られません。 

学校園の臨時休校、会社等の休業要請により、お子様やご家族の安全を第一に、不要不急

の外出自粛を求められ、不安な日々をお過ごしのことと思います。 

園田幼稚園では、三密を避けながら園の再開に向け、様々な情報収集を行いながら、家で

過ごす子ども達のために何ができるかを相談し、できることを一つ一つ取り組んでいます。 

この時期にできることとして、まず環境整備に取り組むことにしました。園庭の遊具や倉

庫などのペンキを塗り、園庭の明るさが増しました。 

また、ひいらぎの木にアシナガバチの巣があったので取り除くことにしました。さらに、

ひいらぎの葉も危険で、木も根こそぎ抜くことにしました。（これがまた、大変でした。職

員で数日かかり、園外の方のお力も借りてやっと抜けました。） 

家庭訪問は、接触機会を減らすため、家の場所確認とさせていただきました。ずっと家に

いる子どもたちのために、家ですごすヒントになるプリントを少しずつ作成し、先日 2回目

の家庭訪問で、各家庭にプリント集を配布させていただきました。ご家庭で活用していただ

きたいと思います。園の HP やミマモルメで園からの情報発信もしています。あわせてご覧

ください。 

このように、園田っ子と出会える日を思い取り組んでいるある朝、「園で役立ててくださ

い。」と、タオル等が匿名で届けられていました。世の中の人々は、感染を広げないよう苦

渋の決断で休業する人、何とか医療崩壊の寸前で踏みとどまっている人、ジョギングや公園

で遊ぶ親子、クラブ活動が休みで家の前でトレーニングする学生等、感染被害から身を守り、

被害を広げないよう誠実に危機を乗り越えようとしています。それぞれが大変な中、園田幼

稚園を支えようとして下さる方々がいる。きっと今までも、それとは気づかないまま助けら

れていることはあると思います。人の善意にふれ、心優しい園田っ子を育んでいきたいとの

思いをいっそう強く持ち、一日も早い再開の日を職員一同願っています。（原稿執筆後、5月

末まで再開が延長となりました。園から子ども達の生活を支える情報を発信しますので、ご

活用ください。HP、ミマモルメ、配布プリント等をご確認願います。） 

 

 

 


